












The Policy Processes on Phasing Out Nuclear Energy
-the Role of the Greens on the Problem




The German Red-Green government decided to phase out all nuclear power stations in
June 2000, but the Greens had to make major concessions to the dismay of the anti-nuclear
movement. Within the Greens, those in Lower Saxony criticized the agreement publicly.
There, the issue of the transport of irradiated nuclear fuels for reprocessing abroad and for
interim storage to Gorleben came to be identified as the main target of the anti-nuclear
movement. This analysis of the genesis and development of the Greens in Lower Saxony
focuses in particular on their influence on the problem in Gorleben.
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脱原子力をめぐる政治過程
表3　線の党の連邦議会選挙結果(%)
表4　緑の党の州議会選挙結果(%)
おわりに
本稿では、はじめに二つの課題を提示した。第一に、係争地における政策効果の再評価と緑の党
の役割の検証、第二に運動と政党の関係である。
第一の点では、確かに原子力合意や2001年の輸送再開は、反原発運動や現地の緑の党との少なか
らぬ確執を生じさせた一面もあったが、 2000年の原子力合意および法律改正により、 2003年に政権
交代したニーダーザクセン州cDU/FDP連立政権の原子力推進およびゴアレ-ベン最終処分場決定
を阻止したことは、現地にとって決して過小評価は出来ない。
第二の点では、議会外運動への参加や選挙結束にも見られるように、ゴアレ-ベン問題に着目す
ることにより、現在でもなお緑の党と原子力のイシューの根強い関係が看取できよう。その意味で、
同州の緑の党は、ゴアレ-ベン問題に関して、緑の党内部での特殊なアイデンティティを持つ牙城
の1つといえるだろう。
*本研究は、 2005!2006年度のEUインスティテュート関西(EUIJ関西)の研究調査旅行助成奨学金
を受けた調査結果および研究成果の一部であるo
